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   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｄ０６Ｎ   3/00    　　　　
   Ｄ０４Ｈ   1/42    　　　Ｘ
   Ｄ０４Ｈ   1/46    　　　Ａ
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   Ｃ０８Ｌ  33/00    　　　　
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   Ｃ０８Ｊ   5/10    ＣＥＺ　
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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月20日(2011.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単層あるいは多層構造を有する不織布または織編物の基材層上に、単層あるいは多層の
合成樹脂からなる樹脂層を形成した合成皮革であって、
　前記樹脂層が吸湿性微粒子を含有し、かつ発汗シミュレーション装置測定による掌内湿
度の発汗開始１分後の上昇（ΔＨ）が２０％ＲＨ以下であり、
　１．４７Ｎ／ｃｍ2荷重時の平均表面摩擦係数（ＭＩＵ）が０．２５以下であることを
特徴とする自動車内装材用合成皮革。
【請求項２】
　前記樹脂層が多層であり、最表層が吸湿性微粒子を含有する請求項１に記載の自動車内
装材用合成皮革。
【請求項３】
　前記吸湿性微粒子の平均粒子径が１μｍ～５０μｍである請求項１又は２に記載の自動
車内装材用合成皮革。
【請求項４】
　前記樹脂層の吸湿性微粒子の含有量が、２ｇ／ｍ2～５０ｇ／ｍ2である請求項１～３の
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いずれか一項に記載の自動車内装材用合成皮革。
【請求項５】
　前記吸湿性微粒子の５０質量％以上がアクリル系架橋重合体を原料としたものである請
求項１～４のいずれか一項に記載の自動車内装材用合成皮革。
【請求項６】
　前記基材層が、上層を構成する繊維構造体と下層を構成する繊維構造体とが機械的交絡
により積層された２層構造を有する不織布であり、
　上層の目付量が４０ｇ／ｍ2～１５０ｇ／ｍ2、上層を構成する繊維の繊度が０．０００
１ｄｔｅｘ～０．５ｄｔｅｘであり、
　下層の目付量が４０ｇ／ｍ2～２００ｇ／ｍ2、下層を構成する繊維の繊度が１．５ｄｔ
ｅｘ～１０．０ｄｔｅｘである請求項１～５のいずれか一項に記載の自動車内装材用合成
皮革。
【請求項７】
　前記基材層が単層あるいは多層構造を有する不織布であって、
　該不織布は、密度が１２０ｋｇ／ｍ3～２５０ｋｇ／ｍ3、破裂強度が４００Ｎ～１００
０Ｎかつ剛軟度が１ｍｍ～１２０ｍｍである請求項１～６のいずれか一項に記載の自動車
内装材用合成皮革。
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